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事例発表「金沢21世紀美術館の教育普及プログラム」

発表者：

不動美里 （金沢21世紀美術館　学芸課長）

平林恵 （同キュレーター／教育普及統括）

木村健 （同エデュケーター）

吉備久美子 （同エデュケーター）

鍛冶裕子 （同ライブラリアン）

不動 ＞
金沢21世紀美術館の不動です。どうぞよろ

しくお願いいたします。
ただいま大変歴史のある、また経験の豊富な
美術館のすばらしい事例のご発表をいただきま
した。私たちは開館して５年のささやかな経験し
かございません。しかしながら、学芸課一同実
験精神をもって懸命にやってまいりました、そう
いった活動について報告させていただきます。
金沢21世紀美術館は、現代の美術の状況が

求めるニーズに答えるべくデザインされて、水
平性、透明性、多方向性という特徴を持つ円形
ガラス張りの美術館として2004年に誕生しまし
た。私たちスタッフのミッションはこの器が持
つ可能性を生かして、現代の状況を具体的な
形で美術館という器の中に映し出すことです。
そこで作品と鑑賞者との関係の多様化を図

ろうとすれば、おのずから狭い意味での教育
普及という枠を越えて、調査、研究、収集、保
存、そして企画、展示という美術館機能の他の
3つの柱も包括したより広い意味での教育普及
活動の様相を呈することになります。したがっ
て、私たち開館以来、美術館自体を広義の「メ
ディエーター」であるというふうに認識してまい
りました。
また、展覧会をライブな調査、研究の場にし
て、そして現在進行形の学習の現場へと変貌さ
せてきました。また同時に、収集したコレクショ

ンの社会的な意味の多様化を促すような実験
を試みてきました。
「メディエーターとしての美術館」というの
は、新たな価値を見つけて、知らせて、育てる創
造の現場であって、作家と作品と鑑賞者の創造
的な出会いの場、すなわち多種多様な人間の
関係やコミュニケーションそのものをつくり出し
ていく場です。
当館における美術鑑賞というのは、個々人が

自発的に選びとった出会いを身体全体で受け
とめて、深めていくことによって、新しい自分を
生み出していくという表現行為であると言える
と考えております。
今回、このような貴重な場ですので、実際に

教育普及活動を主に担当しているスタッフ自身
からそれぞれの事例について発表させていた
だきます。
それでは当館の教育普及の統括をしており

ますキュレーターの平林にかわります。

平林 ＞
当館の教育普及事業は、調査研究・収集保

存・企画展示といった美術館活動と密接に結び
つき、複合的に展開されています。

1つの展覧会、1人の作家、1点の作品に向
き合いながら、多様な人々に向けたプログラム
を、キュレーター、エデュケーターのみならず全
スタッフが協働して組み立てています。

ここでは、教育普及的な要素を組み込んだ
展覧会、アートライブラリー企画、子どもを対象
としたプログラム、学校連携プログラム、ボラン
ティア教育プログラム、若者を対象としたプロ
グラムを取り上げ、それぞれの担当者より事例
発表を行います。
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「荒野のグラフィズム：粟津潔」展　
関連プログラム
発表者：平林恵

グラフィックデザイナーである粟津潔さんの
個展会場の一室には、粟津さんの仕事場が再
現され、その隣には、ワークショップ・ルームが
設けられました。写真（1）は、一般来場者が粟
津さんの版を使ってシルクスクリーンを体験し
ている様子です。そして、参加者の作品がこの
会場を埋めていきました。（2）
こちらは絵本の読み聞かせの様子です。（3）
粟津さんの絵画作品に囲まれて、粟津さんが絵
を描いた絵本の読み聞かせを行っています。
こちらは子ども向けのワークショップの様子
です。（4, 5）五感を解放させ、身体全体を使っ
たプログラムを行いました。*1

本展は、同時期に開催していた「コレクション展 II」と一部

展示を共有していたため、本ワークショップは「コレクショ

ン展 II」の関連プログラムとして実施された。
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1. シルクスクリーン版画ワークショップ

　 Photo: IKEDA Hiraku

2. 展示風景

3. 関連企画「絵本を読もう」

4. 5. 「コレクション展 II 」 2007－08年　

    関連ワークショップ「考える目・耳・手・体」

事例発表「金沢21世紀美術館の教育普及プログラム」

*1.
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奈良美智展
「Moonlight Serenade̶月夜曲」
関連プログラム
発表者：平林恵

奈良美智展では、性質の異なる3つの会場
に、それぞれテーマが設けられました。
その中の1室では、《Dog-o-rama: Pup Pa-

trol》という、ワークショップと一体型の作品が
展示されています。（2）展示されている犬の着
ぐるみを子どもたちが着て美術館内を探検す
るプログラムでは、ボランティアスタッフが着ぐ
るみの貸出や鑑賞ツアーを行いました。（3, 4）
屋外にある「プロジェクト工房」は、カフェ

とスタジオの機能をもつ空間《スタジオカフェ
yngm:k》となりました。（5）奈良さんはこの場所
を制作スタジオとし、いくつもの作品が生まれ
ました。来場者は、カフェでくつろぎながら、カ
フェの窓から制作中の奈良さんの作品を見るこ
とができます。また週末には、奈良さんやgraf

の企画によるプログラムを実施、スタジオはラ
イブ会場にもなりました。（7, 8）
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1. 《Voyage of the Moon 》展示風景 

 Photo: NAKAMICHI Atsushi / Nacása & Partners

2. 奈良美智 《Dog-o-rama》　展示風景

 Photo: NAKAMICHI Atsushi / Nacása & Partners

3. 4. 奈良美智 《Pup Patrol》 

 Photo: NAKAMICHI Atsushi / Nacása & Partners

5. スタジオカフェyngm: k

 Photo: NAKAMICHI Atsushi / Nacása & Partners

6. スタジオカフェyngm: k

 Photo: KITA Naoto

7. スタジオカフェyngm: k　イベント 

8. スタジオカフェyngm: k　イベント

 Photo: KITA Naoto
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「未完の横尾忠則―君のものは僕のもの、
僕のものは僕のもの」 関連プログラム
発表者：平林恵

昨年夏から秋にかけて開催された横尾忠則
さんの個展でも、展覧会に教育普及プログラム
が組み込まれています。
こちらは展覧会に先がけて行われた公開制作

「PCPPP」の模様です。（2, 3）作品が生まれる
場を作家と共有する貴重な機会となりました。
展覧会ではここで生まれた作品6点が、旧作と
対峙するように展示されました。
また、横尾さんの作品制作の原点が「模写」
にあることから、「横尾工房」というワークショッ
プ・プログラムを立ち上げました。横尾さんの
作品を30名の参加者が模写し、その作品は、
横尾さんの作品と一体となって、展示されまし
た。このワークショップが、展覧会のサブタイ
トル「君のものは僕のもの、僕のものは僕のも
の」の由来となっています。

1. 「未完の横尾忠則ー 君のものは僕のもの、

 僕のものは僕のもの」展示風景

 Photo: KIOKU Keizo

2. 3. 横尾忠則 公開制作「PCPPP」 

4. 「横尾工房」 活動風景
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事例発表「金沢21世紀美術館の教育普及プログラム」
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アートライブラリープログラム
「絵本を読もう」
発表者：鍛冶裕子

2007年度よりスタートした「絵本を読もう」と
いう企画は、鑑賞教育プログラムとして、絵本
の読み聞かせを取り入れたものです。
対象はだいたい3歳から小学校低学年くら
いの子どもたちとその保護者を想定して、絵本
を選んでいます。
月に1～2回、子ども連れの方が来館しやす
い週末の開催で、絵本1冊から3冊くらいを使
い、1, 2点の展示作品鑑賞を行う、約30～40

分のプログラムとして組み立てています。
写真5, 6は、2007年度に行われた粟津潔展

での「絵本を読もう」です。作家の粟津潔さん
が絵を描いた民話と絵本を、粟津さんの作品が
展示された展示室内で読み聞かせています。
展示作家が作った絵本ではなく、一般の絵本

のなかから、展覧会のテーマに関連したものを
厳選して、読み聞かせを行うこともあります。
読み聞かせを行う場所は展示室内、光庭、

キッズスタジオなど、その都度適切と思われる
場所を慎重に選びます。そして、展示室に移動
してキュレーターと作品鑑賞を行う時間をとっ
ています。
作品鑑賞の際には、キュレーターの声かけに

より引き出される子どもたちの言葉や、態度で
示される素直な反応が、大人にとっても新たな
発見となります。
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1. 「絵本を読もう」 プログラムでの読み聞かせ風景（「ロン・ミュエック」展  2008年6月21日）

2. 「絵本を読もう」 プログラムでの読み聞かせ風景（「愛についての100の物語」展  2009年7月25日）

3. 「絵本を読もう」 プログラムでの作品鑑賞風景（コレクション展「shift̶揺らぎの場」  2009年10月10日）

4. 「絵本を読もう」 プログラムでの作品鑑賞風景（「愛についての100の物語」展  2009年7月25日）

5. 「絵本を読もう」 プログラムでの読み聞かせ風景（「荒野のグラフィズム：粟津潔」展  2007年12月15日）

6. 「絵本を読もう」 プログラムでの読み聞かせ風景（「荒野のグラフィズム：粟津潔」展  2008年1月5日）

7. 「絵本を読もう」 プログラムでの読み聞かせ風景（コレクション展 II 「shell-shellter：殻̶からだ」  2008年10月25日）
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写真8, 9は、2009年の「愛についての100の
物語」展での、担当キュレーターによる作品鑑
賞ツアーの様子です。
写真10～15は、奈良美智さんの《Dog-o-rama:

Pup Patrol》という、展示とワークショップが一
体になった作品です。犬のぬいぐるみを着た子
どもたちが、いろいろな動物になったつもりで
動き回ったり、声を出したりしながら作品を鑑賞
します。この鑑賞のプロセスの中で心身ともに
リラックスした子どもたちに、奈良美智さんの
絵本『ともだちがほしかったこいぬ』を読み聞
かせ、子どもたちは奈良さんの世界に深く親し
みました。

このようにして「絵本を読もう」を行ってきま
したが、キュレーターとミーティングを重ねなが
ら、作品の世界観や絵本の世界観を共有して、
一連のプログラムを作りあげていくように心が
けています。
絵本を入口とすることで、現代美術や美術
館をより身近に感じてもらう手だてのひとつに
なる、とも考えられます。けれども、それよりも
大切なことは、絵本の絵や声に出して語られる
言葉のイメージがもっている世界観と、作家や
展示作品がもっている世界観が、融合したり重
なったりして、より深く、広い鑑賞体験を生み出
すことだと考えています。

8. 9. 「絵本を読もう」プログラムでの作品鑑賞風景（「愛についての100の物語」展  2009年7月25日）

10. 「絵本を読もう」 プログラムでの作品鑑賞風景（コレクション展「shift-揺らぎの場」  2009年10月10日）

11.12. 13. 14.  「奈良美智ワールドで絵本を読もう」（コレクション展II  「shell-shellter：殻̶からだ」  2009年4月4日）でのワークショップ風景　Photo: IKEDA Hiraku

15. 奈良美智展「Moonlight Serenade -月夜曲」（2006－2007年）より  《Dog-o-rama》「Pup Patrol」「 Pup Up the Dog」    Photo: NAKAMICHI Atsushi / Nacása & Partners　　　　　　
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事例発表「金沢21世紀美術館の教育普及プログラム」
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「キッズスタジオ・プログラム」
発表者：木村健

当館では開館以来、子どもたちが主体的に
アート活動を行う場を展開してきました。その
拠点となる場所がキッズスタジオです。現在こ
こでは、週末・祝日を中心に、一般来場の子ど
もや親子連れで参加できるプログラムを展開し
ています。
まず、日時を決めて事前予約を行い、展覧会
に沿ったテーマで作品鑑賞や制作などを行う
ワークショップを行っています。ここでは最近
行われた展覧会「未完の横尾忠則」でのプログ
ラムの様子を紹介します。まず、子どもたちは
作品をじっくりと鑑賞し、膨大な作品の中から
自分の一番気になる作品を探していきました。
そこで作家の活動の原点が模写にあるという
事実を踏まえ、子どもたちは作品1点を選び、
色鉛筆で模写を行いました。それぞれの参加
者がどんな作品のどんなところが気になったの
か、画面の中にはその人自身の発見した世界
が描き出されていきました。

他の形式として、当日自由にスタジオに入場
して、参加者それぞれのペースでゆったりと創
作活動を行えるようなプログラムも行っていま
す。次にご覧いただくのは、そうした中で展覧
会に関連した例として、「愛についての100の物
語」に出品された、奥田扇久さんの作品《栽培
からはじめる音楽》の中で行った「ひょうたん絵
日記をかこう」です。この作品は美術館の光庭
でひょうたんを育て楽器作りを行うものですが、
夏の間にすくすく育つひょうたんの様子を来館
者の皆さんで絵日記に描いてもらいました。
ここでは子どもだけでなく大人も同じように参
加者として描き、キッズスタジオに展示しました。
また、キッズスタジオで独自のテーマを取り
上げた造形遊びも展開しています。「かたちで
遊ぼう！」と題したプログラムでは、キューブや
円盤などの立体を自由な発想で組み合わせて
遊べるように、小さな子どもでも安全に遊べる
素材を選んでスタッフが道具を手作りしたり、
身近な物の組み合わせでいろいろな形が作
れるようにするなどしています。参加者のアン
ケートでは、保護者にとって子どもが夢中にな
る様子が印象的であったり、家に帰ってからの

遊びに繋がる点や、家では出来ない数や大き
さで遊べる点に評価をいただいています。写
真では、玉を転がすコースを厚紙などを使って
作っています。これらの場では、美術館で展覧
会を見るだけでなく、受けた刺激をきっかけに
表現を行う場所も用意することを心がけてお
り、ここではアシスタントが介在して様子を見守
りながら、子どもの作りたいイメージを聞いて
一緒に方法を考えたり、出来上がった形を見て
ともに話したりという役割を担っています。
こうした活動で生まれた成果物については
写真等で記録し、キッズスタジオなどで展示し
ています。ある来館者の体験が、他の来館者に
とっても作品や周囲の物事の見方への刺激に
なることを願っています。
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1.「探険！ 横尾ワールド」（2009年10月）より。作品鑑賞風景

2. 「探険！横尾ワールド」（2009年10月）より。横尾作品の模写

3. 4.  「ひょうたん絵日記をかこう」（2009年7月－9月）より

5. 6. 「ハンズオン・まるびぃ！」よりプレイルームの様子（2010年1月）
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「ミュージアム・クルーズ」
発表者：吉備久美子

「ミュージアム・クルーズ」は、金沢市内で学
ぶ小学4年生を学校ごとに招待する美術館の
主催事業で、金沢市教育委員会が共催してお
ります。対象は金沢市内の小学校、特別支援
学校など、約70校で学ぶ9歳から10歳の約
4,500人の児童です。
小学4年生を対象とする理由として、開館記
念展に市内の小中学生４万人を招待したとき
の様子が挙げられます。小学校中学年以上の
子どもたちが自主的に動き、友達同士や居合
わせたボランティアの人たちと対話していまし
た。事業終了後、学校の先生方からは学年単

位での事業継続を望む声が届きました。そして
美術館で他者とコミュニケーションをとりなが
ら作品を観賞するプログラムの性質や、子ども
たちの成長段階や学習段階、学校行事の過密
生を考慮すると、小学4年生が対象として望ま
しいという提言もいただきました。
ミュージアム・クルーズはコレクション展を鑑
賞するプログラムです。今年の活動の様子を
ご紹介していきたいと思います。
子どもたちが来るときには、まず「クルーズ・

クルー」と呼ぶ作品鑑賞ボランティアが先に集
まり、当日のスケジュールなどを確認します。
今年のコレクション展は9月から始まりました。
これは9月下旬に子どもたちが到着した晴天
時の様子、これが2日前、雪の中の来館風景で
す。はじめの全体挨拶では、事前に配られてい

るプログラム専用のガイドマップを参考にしな
がら、美術館での活動場所やマナーの確認な
どをして、グループでの鑑賞に移ります。
プログラムの基本は、大人も子どもも関係
なく、「ひとりひとり」が作品を自分なりに見て
感知する経験の大切さにあります。その上で、
個々に感じ、考えたことを、話し合いながら交
感することが、人と一緒に作品を鑑賞する醍醐
味でもあります。
作品を見ていると、身体が反応したり、友達

の見方を真似したり、股抜きで作品を逆さまか
ら見たりする子どももいます。暗い部屋に展示
する映像作品の場合は、見終えてから廊下へ
移って感想などを発表することもあります。
クルーズ・クルーとコレクション展を見終わ
ると、子どもたちだけでガイドマップを参考に
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事例発表「金沢21世紀美術館の教育普及プログラム」
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しながら館内や広場を散策する自由行動時間
へ移ります。コミッションワークのほか、今年
はニットカフェ展でくつろぐ姿もありました。再
度全員が集まると、子どもたちはクルーズ・ク
ルーに見守られながら美術館をあとにします。
ミュージアム・クルーズの大きな特徴は、「旅
の仲間」という意味を持つクルーズ・クルーの
存在です。教師や親とは異なる初対面の大人
と一緒に活動する。このような進行役でもあ
り、感想の聞き役や橋渡し役がいることで、子
どもたちの間で自由闊達な意見交換が生まれ
やすくなります。
子どもたちにとっての「出会いの場」に立

ち会うクルーズ・クルーは、事前の研修やフォ
ローアップ研修を通じて、まずは自分自身が美
術館や作品を身近に感じること、心や身体をフ

ル活用して作品を見ること、自分が気づいたこ
とを言葉にして伝え合う楽しさと難しさなどを
体験します。その結果、子どもたちと過ごす中
で、子どもに教えるのではなく、子どもから教
わる活動姿勢への理解を深めていきます。
今年は20代から70代までの51人がクルー

ズ・クルーの活動へ参加しました。それぞれ思
いを持って集った大人たちに支えられて、子ど
もたちは美術館で作品に出会い、自分なりの
見方や感じ方を身につけ、表現していきます。
もちろん、学校の先生方の協力なしには実現し
得ないプログラムです。先ほどご紹介したガイ
ドマップは、検討会で先生方と協同で作成して
います。引率の先生方には、必ず事前に会場
を視察していただいています。これらの積み
重ねを経て、安全かつ意義のある美術館での

作品鑑賞を継続し、日々子どもたちから教えて
もらうことが多い、そういうプログラムです。

2009年度 金沢市内小学4年生

全児童招待プログラム

「ミュージアム・クルーズ」活動風景

 1.  到着

 2. 	全体挨拶

 3. クルーズ・クルー（作品鑑賞ボランティア）と子ど 

　 も約8名がグループでコレクション展を鑑賞する。

 フランシス・アリス《無題》

 4. 村山留里子《無題》（部分）

 5.	アン・ウィルソン《小宇宙（1）》

 6.  フランシス・アリス《愛国者たちの物語》

 7. 	須田悦弘《バラ》

 8. 	須田悦弘《雑草》

 9. 	映像作品を見て、廊下で話し合う様子

10.	グループ鑑賞後、子どもたちだけで館内や広場

     を散策する。

 フローリアン・クラール《アリーナのためのクン

 クフェルト・ナンバー 3》

7

8

9

10



44

ボランティア教育プログラム
「アートモール・スクール・プロジェクト」
発表者：木村健

2009年度から始まったプログラムで、参加
型・共同制作型の作品を展開するプロジェクト
です。本年度前半の特別展「愛についての100

の物語」の中で、そうした5つの参加型作品を
まとめて運営するプロジェクトとして立ち上げ、
展覧会の中で、人の関わりから生まれる作品が
同時多発的に展開していきました。今年度後期
も、コレクション展や無料ゾーンなどの場で3

つの作品が引き続き活動を続けていますので、
ここではその様子を紹介します。それぞれの作
品でコアとなるメンバーを募集し、数人から数
十人のグループで、作品や作家について理解
を深めながら長期的に活動を続けています。そ
の様子が来館者にとっての作品の姿となり、ま
た新たな作品活動の和が広がっていきます。

まず1つめは、先ほどキッズスタジオのプログ
ラムでも紹介した、奥田扇久さんの《栽培から
はじめる音楽》です。ここでは4月に「HOP（ひょ
うたんオーケストラプロジェクト）金沢21」とい
う楽団を結成し、団員は自分自身で演奏する楽
器を作るために、美術館の光庭にひょうたんを
育てました。ひょうたんの育つ様子は夏の間の
来館者に人気の場所となりました。秋に実を収
穫してからは水に漬けて腐らせ、臭い臭いの中
で皮をむいて乾燥させました。今は3月のコン
サートに向けて楽器作りを構想しています。

2つめは、ベルリン在住の作家パトリック・
トゥットフオコによる《バイサークル》です。こ
の作品は作家の周りの友人などをイメージした
色や形を持つ、個性的な姿の4台の三輪車で、
これに乗って美術館の中を運転して巡るもので
す。コア・メンバーとして「ドライブリーダー」を
募集し、彼らはデモンストレーション運転を行っ
たり、興味を持った来館者に声をかけて乗り方
を説明し、三輪車を貸し出したりします。三輪

車にのって美術館を巡る体験は、運転する人の
体験だけでなく、そこに出くわす人にも新鮮な
驚きなどの感覚をもたらしています。

3つめは、「みかん電鉄」というアーティストの
ユニットによる《みかん電鉄まるびぃ線開通》で
す。ロープの輪の中に一列に並んで、電車ごっ
このスタイルで美術館を巡って鑑賞の旅に出
るというものです。この作品では運転手や車
掌となる「社員」と、乗客を募集します。電車は
館内を巡るうちに乗客を増やしたり、運転手を
交代したりしながら、途中で何か気になる景色
を見つけると、そこを「駅」と名付けて立ち止ま
り、じっくり風景を楽しんだり、感じたことを話し
合ったりします。
これらのように、本プロジェクトでは人の体
験そのものが作品であり、鑑賞であるとともに、
その作品が美術館の中で新たな体験を連鎖的
に広げています。

1. 2. 3. 「HOP金沢21」 活動風景

4. 5.「ドライブリーダー」 活動風景

6. 7.「みかん電鉄まるびぃ線開通」 活動風景
3 5

2 4 7

61

事例発表「金沢21世紀美術館の教育普及プログラム」
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「金沢若者夢チャレンジ・アートプログラム」
発表者：平林恵

最後に、ストックホルム近代美術館の「ゾー
ン・モデルナ」を参照した若者対象のプログラム
「金沢若者夢チャレンジ・アートプログラム」を
紹介いたします。
このプログラムを立ち上げて今年3年目にな

りますが、ここでは、その第一弾として2007年
度に実施した、「日比野克彦アートプロジェクト
『ホーム→アンド←アウェー』方式」を中心に
ご紹介いたします。
これは、美術館の3つの会場での作品展示

（インスタレーション）と、ボランティアや来場
者と一緒に作り上げていくワークショップ型の
作品を一体化させ、複合的に展開された長期
プロジェクト型展覧会です。
この企画は、10代以上の若者の人間形成に
寄与することを目的の一つとしています。現在

社会問題となっているニート対策をも視野に
入れ、美術館が社会にどう向き合えるかを考え
て、アーティストの日比野克彦さんとプログラム
を練っていきました。
タイトルにある「ホーム→アンド←アウェー」
方式とは、「朝顔」をキーワードに、若者が旅をす
ることで、「ホーム」である金沢と「アウェー」の
地域の交流が生まれ、人と人、地域と地域がつ
ながることを一つのねらいとして生まれました。
また、人が動き、交流するための手段として、

「明後日新聞社　金沢支局」を開設し、若者は
「特派員」となって、取材を名目に、各地へ旅
立ちました。
《明後日朝顔プロジェクト21》「明後日新聞社
金沢支局」の2つが、「ホーム→アンド←アウェー」
方式という展覧会の両輪となっています。

まず、プロジェクトの核となった、《明後日朝顔
プロジェクト21》をご紹介します。このプロジェ
クトは、朝顔の種まきから種の収穫まで、約１年

間をかけて行われました。作品展示と連動しな
がら、小中学校との連携、幅広い年齢層の市民
参画、子ども向け、若者向けなど、多様なプログ
ラムを包括したプロジェクトとなっています。
当館での《明後日朝顔プロジェクト21》の原
点は、2003年、「大地の芸術祭  越後妻有アート
トリエンナーレ」において日比野さんが出品し
た《明後日新聞社》で、その時に地域の人 と々
育てた朝顔が「明後日朝顔プロジェクト」となっ
て、現在、全国に広がっています。

2007年には、全国14地域がこのプロジェク
トに参加しましたが、金沢のプロジェクトは、な
かでも最大規模であり、全国から苗を集めるこ
とになりました。
こちらは、2007年夏の美術館の風景です。（5）
ガラス張りの建物を朝顔が覆い、屋内からも朝
顔が見え、陰をおとしています。ガラス張りの
美術館ならではのこうした風景は、建築とのコ
ラボレーションともいえます。
そして、このプロジェクトの動力となったの

1 64

2 7

3 5

1. 「明後日新聞社金沢支局」社員　辞令交付式にて

2. 苗植え式　集合写真

3. ロープ張り    Photo: KITA Naoto

4. 「明後日新聞社金沢支局」社員

    による朝顔の手入れ    Photo: KITA Naoto

5. 来場者の様子

6. 種とり    Photo: KITA Naoto

7. 種とり
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が、ボランティアの皆さんでした。（1）ボランティ
アの皆さんは、「明後日新聞社金沢支局」の「社
員」と呼ばれました。活動は、種を数粒ずつ包
み、来場者に配るところから始めました。同時
に、市内の小中学校にも種を配り、苗まで育て
てもらいました。

5月には、小中学校や全国の明後日朝顔プ
ロジェクト参加地域、一般の方から苗が届き、
一斉に植える「苗植え式」を行いました。（2, 3）
参加したのは、市内22校の中学校美術部の生
徒約400名と、全国各地から駆けつけたボラン
ティアや市民の皆さんです。各地で育った苗が
中学生に託され、皆で一斉に建物にロープを張
り、苗を植えます。ロープは1860本、苗は2000

株以上になりました。ロープの１本１本には、苗
の出身地が書かれています。
水やりなどの世話は、社員の皆さんが交替

で行いました。（4）８月には朝顔が満開となりま
した。秋には種ができ、社員が中心となり、来
場者も巻き込んで種とりを行いました。（6, 7）種
は、地域別に分類され、ビンには日比野さんの
手描きによるラベルが貼られています。

11月には、ロープを外して種をとる「収穫祭」
を行いました。外された朝顔の蔓がプロジェク
ト工房の中に吊るされています。当日はボラン
ティアや、子どもたち、一般の方々約300名が
参加しました。
社員の皆さんと日比野さんが種の取り方を
検討し、それ以降は、毎週土日と祝日に社員が
主導して、来場者と一緒に種とりをするワーク
ショップを行いました。4ヶ月かけて収穫した種
は約100万粒になりました。
金沢市内の小中学校各１校では、プロジェク

トに連動して、校内で朝顔が育てられていまし
た。日比野さんが小中学校を訪問したり、プロ
ジェクトをテーマとした公開授業が、美術館を
舞台に行われました。
一方、一般来場者向けには、朝顔の絵日記プ

ログラムを定期的に行い、この絵日記が、朝顔
の生長記録となりました。

展示室13では朝顔の種をテーマとする日比
野さんの作品を展示していました。壁面の作品
《明後日の種》は、99粒の種の絵で、現在当館
のコレクションとなっています。
中央の立体作品は種の形をした段ボール製

の船で、中に入れるものもあり、実際に海に浮
かべることを想定して防水加工を施しています。
展覧会終了後、当館は、《明後日朝顔プロジェ

クト21》のコンセプトをコレクションとしました。
こちらの写真は、次年度に開催したコレクショ
ン展での展示風景です。このプロジェクトから
生まれた種と、コンセプトドローイングを展示
し、来場者には種を持ち帰っていただきました。

次に、「特派員」と呼ばれる若者たちの活動
の様子を写真でご覧いただきます。彼らは、『明
後日新聞金沢版』という新聞を毎週発行するた
めに、朝顔を送ってくれた地域に取材に出かけ
ました。
特に、「明後日朝顔」発祥の地、莇平(あざみ

ひら)に特派員は何度となく足を運びました。こ
ちらは体験取材の様子です。
彼らの交通手段は主に「青春18きっぷ」で
す。鈍行列車で18時間かけて九州への取材旅
行を敢行しました。こちらは太宰府天満宮、そ
して熊本の杖立温泉、遠くは鹿児島まで出かけ
ています。朝顔型のうちわがPRツールです。
ほかにも、徳島県、富山県、岐阜県、東京都、

茨城県など、いろいろな地域へ出かけました。
こちらは横浜での取材。展覧会終了後、展示さ
れていた種の船が、横浜の海に浮かんだのです。
こうした体験をまとめた映像や新聞は、この
展示室（長期インスタレーションルーム）で展示
されていました。日比野さんのインスタレーショ
ン作品に、彼らの活動が融け合っています。

「ホーム」と「アウェー」を行き来しながら、若
者たちは、各地で様々な人や出来事と出会い
ました。それを「明後日新聞」というメディアに
発表することで、彼らは自らの体験を振り返っ
ていきます。多様な年齢層や、知らない地域の
人々など、様々な「アウェー」との出会いが通し
て、彼らは１年をかけてじっくり自分という「ホー
ム」と向き合うことができたと思います。

翌年には、この「ホーム→アンド←アウェー」
方式に続いて、「日比野克彦アートプロジェク
ト「ホーム→アンド←アウェー」方式 meets 

NODA［But-a-I］を開催しました。
役者で演出家の野田秀樹さんを招いて、演劇

とアートという2つの領域の「ホーム→アンド←
アウェー」を行いました。来場者が知らず知ら
ずのうちに作品に取り込まれる仕掛け［But-a-I］
を日比野さんが制作し、そこで野田さんと日比
野さんが公開ワークショップを行い、美術館の
活動領域を拡大する試みとなりました。

現在は、このシリーズ第3弾として、「広瀬光
治と西山美なコの“ニットカフェ・イン・マイルー
ム”」を開催中です。
ニットの世界で活躍する広瀬光治さんと、現
代美術家の西山美なコさんのコラボレーション
によって、「ニットカフェ・イン・マイルーム」とい
う空間が展示室に作り出され、この場をプラッ
トフォームとして、鑑賞者に向けた様々な編物
プロジェクト、ワークショップが展開されていま
す。一年間の長期プロジェクトを通して、「編む」
という行為や創造の意義、可能性を探ります。

こうした実験を繰り返しながら進化すること
が、現代美術を扱う美術館の「美術館活動」で
あると考えています。


